
　
九
月
四
日
に
開
会
し
た

二
〇
二
五
年
第
三
回
定
例
県

議
会
は
、
九
月
二
十
四
日
に
上

程
議
案
に
対
す
る
採
決
が
行
わ

れ
、
二
十
一
日
間
に
わ
た
る
全

会
議
日
程
を
終
え
ま
し
た
。

■
持
続
可
能
な
賃
上
げ
の 

環
境
づ
く
り

　

大
分
県
の
最
低
賃
金
は
前
年

か
ら
八
十
一
円
引
き
上
げ
ら
れ

る
見
込
み
で
す
。
こ
の
引
き
上

げ
額
は
過
去
最
高
で
す
が
、
こ

の
流
れ
を
持
続
的
な
成
長
に
つ

な
げ
る
に
は
、
中
小
企
業
が
賃

上
げ
に
踏
み
出
せ
る
環
境
づ
く

り
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

県
の
調
査
に
よ
る
と
、
あ

る
程
度
の
価
格
転
嫁
が
で
き

た
と
す
る
企
業
の
割
合
は
、

六
三
・
三
％
か
ら
七
〇
・
五
％
へ

と
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
更
な

る
県
独
自
の
支
援
策
の
強
化
が

必
要
で
す
。

■
米
国
関
税
措
置
に
伴
う
県

債
産
業
の
影
響
に
つ
い
て

　

県
が
県
内
五
百
社
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
、米
国
関
税
に
つ
い
て

「
影
響
が
あ
る
」と
答
え
た
企
業

は
二
十
四
社
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
自
動
車

産
業
で
は
、
本
県
に
立
地
す
る

ダ
イ
ハ
ツ
九
州
は
国
内
市
場
向

け
の
生
産
が
中
心
で
も
あ
り
、

大
き
な
影
響
は
な
い
と
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
加
工
品
や
農
林
水

産
物
の
輸
出
に
つ
い
て
は
、
一

部
で
減
少
は
あ
る
も
の
の
、
酒

類
、
養
殖
ブ
リ
や
牛
肉
な
ど
の

主
な
輸
出
品
目
は
、
継
続
的
に

出
荷
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

引
き
続
き
、
本
県
へ
の
影
響

を
的
確
に
見
極
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

＊�
米
国
関
税
に
つ
い
て
は
裏
面

の
「
竹
の
子
記
」
に
コ
メ
ン

ト
を
記
載

　今議会では、賃金と物価の好循環の創出に向け、
賃上げと人手不足対策に必要な経費を計上すると
ともに、安心・元気・未来創造ビジョン２０２４
の実現に向けた取組を推進するとした補正予算を
審議しました。

＜補正後の一般会計予算＞
補正額の合計：	 １０，８３３，７８４千円
既決予算額：	 ７０３，０９３，４４０千円
累計予算総額：	 ７１３，９２７，２２４千円

（歳入財源の内訳）
○国庫支出金：	 １，５０６，０８４千円
○繰　入　金：	 ２５０，０００千円

（ふるさとおおいた応援基金）
○繰　越　金：	 ９，０７７，７００千円

＜事業概要＞

賃上げと人手不足対策 ５事業：
790,694千円

１．中小企業等業務改善支援事業
　最低賃金が大幅に引きあがる状況下、生産
性向上による持続的な賃上げの実現を図るた
め、国の業務改善助成金の採択を受けた中小
企業等に対する県独自の上乗せ支援を拡充す
る。
・対象　�最低賃金改定幅を超えて事業場内最

低賃金を引き上げた中小企業・小規
模事業者� 【３７，５００千円】

２．農業担い手確保・育成対策事業
　担い手が減少するなか、農業者の生産性向上
や規模拡大を図るため、農業支援サービス事業
体の立ち上げに要する経費に対し助成する。
・�ニーズ調査、サービス提供の試行等
� 　補助率１０割
・スマート農業機械等の導入� 補助率１／２

【７２，８０２千円】

安心・元気・未来創造�
ビジョン２０２４の推進

６事業：
3,991,222千円

１．入院小児患者付添い環境改善事業
　入院中の子どもへの付添い環境の改善を図
るため、付き添う家族が休息できるスペース
の設置等に取り組む医療機関を支援する。
・施設改修に要する経費への助成
　（７５０万円／医療機関）
・備品整備に要する経費への助成
　（２万円／小児病床）� 【１８，７８０千円】

２．企業立地促進等基金積立金
　戦略的・効果的な企業誘致と産業集積を更
に推進するため、決算剰余金の一部を企業立地
促進等基金に積み立てる。
� 【１，０００，０００千円】

３．おおいた元気創出基金積立金
　「安心・元気・未来創造ビジョン２０２４」の
実現に向けた新たな施策展開に備え、決算剰余
金の一部を「おおいた元気創出基金」に積み立
てる。� 【１，９３６，４４２千円】

※その他、決算剰余金の基金への積立
　今後の健全な財政運営を図るため、令和６
年度決算剰余に伴う繰越金の一部を財政調
整用基金などに積み立てる。
・財政調整基金：３，０２５，９３４千円
・減　債　基　金：３，０２５，９３４千円

補正予算・事業概要補正予算・事業概要 農 林 水 産 委 員 会
県 外 所 管 事 務 調 査
第３回定例会を前に、私の所属する農林水産
委員会は、滋賀県と愛知県を訪問し、現地視
察・調査を行いました。

1 �近江牛岡喜本店・㈲岡喜牧場大中牧場 
（８月25日：滋賀県近江八幡市・蒲生郡竜王町）

　先代から家業を引
き継いだ３兄弟が、近
江牛の肥育、販売、流
通を役割分担して倒
産の危機から奇跡の
復活を成し遂げる。
　海外への輸出は通
常は商社を経由するが、こちらは独自で手続きを
とって輸出を進めています。
　海外プロモーションも単独で実施するなど、他
社と差別化を図り積極的 PRに努めている。

2 �ＪＡ愛知みなみマムポートセンター
（８月26日：愛知県田原市）
愛知県は花きの生産が盛んで、とりわけ輪菊は
日本一のシェアを持っており、田原市は愛知県の
一大産地。
渥美半島は農業
地帯でキャベツや
大葉も大分県以上
の生産量（全国７割
のシェア）を誇る。

3 �愛知県庁（８月26日：愛知県名古屋市）
「あいち農業イノベーションプロジェクト」につ
いて担当部局からヒアリング。愛知県には製鉄所
や自動車工場等が
多数立地する工業
県と思いきや、農業
にも抜群の生産力
を有する立派な「農
工併進県」。
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７月
▷こうざき海水浴場海開き・安全祈願祭
▷第75回 “ 社会を明るくする運動 ” 大分市推進大会
▷大分政経懇話会「石破政権と参院選の展望」（中央

大学法学部教授：中北 浩薾 氏）
▷大分県戦没者追悼式（別府ビーコンプラザ）
▶2025連合平和行動 in 大分

今年は戦後 80 年の節目の年。
連合大分のピースフルアクションに
参加し、車上から街頭演説をしま
した。核兵器廃絶、在日米軍基
地の整理・縮小、日米地位協定
の抜本改正、北方領土返還など
についてマイクを握り訴えました。

▶広域交通ネットワーク特別委員
会県外所管事務調査（北九州市、
福岡市、佐賀市、長崎市）
西九州新幹線の佐賀県内区間が
完成しないと東九州新幹線は前に
進みません。日豊本線ルートでの
整備について様々な情報を得まし
た。（右の写真は新築の長崎県庁）

８月
▶夏休みは県議会

に行こう！夏休み
子ども議会見学
県内各地の小学
生とテーマ（住みやすくキレイな大分県）を設けて意
見交換。議員への質問コーナーでは「大分県はナゼ 

『おおいた』と言うのですか？」との問いに議員も緊張。

▷大分政経懇話会「大分のスポーツ資源を活かすため
に」（尚美学園大学名誉教授：佐野 慎輔 氏）

▷農林水産委員会県外所管事務調査（滋賀県、愛知県）
▷部落解放共闘大分県民会議2025夏期学習会
▷第４回地域懇談会（地域の活性化について語る会）

９月
▷第３回定例県議会開会
▷大分政経懇話会「日本にとって米国とは何か？～ 

アメリカに深く包み込まれた日本の日常～」（東京 
大学名誉教授：吉見 俊哉 氏）

▶県立爽風館高校視察・調査
夜間中学校「大分
県立学びヶ丘中学
校」の設置が今回
の定例会に提案さ
れ、設置場所とな
る定時制・通信制
の爽風館高校にて
調査とヒアリング。

▶第78回大分県民スポーツ大会（別府市）
広く県民の間にス
ポーツを普及・振
興させ、県民の健
康増進と体力の向
上を図る。県議会
スポーツ議連の監
督として、議員ソフ
トボール大会に出場。惜しくも２回戦で敗退。

▷第３回定例県議会閉会
▷大分県議会都市政策研究会（大分市長との意見交換）

日
本
と
米
国
と
の
政
府

間
交
渉
の
始
ま
り
は
一

八
五
三
年
の
黒
船
来
航

に
遡
り
ま
す
。
そ
れ
か

ら
約
百
七
十
年
が
過
ぎ

た
今
も
米
国
と
の
力
関
係
は
変

わ
ら
な
い
よ
う
で
す
▼
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
が
持
ち
出
し
た
関
税

政
策
を
め
ぐ
る
日
米
交
渉
は
、

幕
末
の
日
米
和
親
条
約
を
連
想

さ
せ
ま
す
。
力
の
差
の
前
に
屈

し
、
選
択
の
余
地
な
く
開
国
を

迫
ら
れ
、
結
ば
れ
た
和
親
条
約

は
名
目
こ
そ
「
友
好
」
で
し
た

が
、
不
平
等
な
内
容
で
日
本
は

関
税
自
主
権
を
失
い
、
経
済
の

主
導
権
を
奪
わ
れ
ま
し
た
▼
今

回
の
交
渉
も
、
構
図
は
驚
く
ほ

ど
似
て
い
ま
す
。
米
国
は
自
動

車
へ
の
高
関
税
を
ち
ら
つ
か

せ
、
日
本
に
米
国
へ
の
優
先
的

投
資
を
行
う
よ
う
迫
り
ま
し

た
。
交
渉
は
米
国
の
思
惑
通
り

に
進
み
、
日
本
か
ら
の
輸
出
を

守
る
代
償
に
資
本
を
差
し
出
す

姿
は
、
黒
船
来
航
時
の
江
戸
幕

府
を
思
わ
せ
ま
す
▼
日
本
は
世

界
有
数
の
経
済
力
を
持
ち
、
国

際
社
会
で
発
言
力
を
持
つ
立
場

の
は
ず
で
す
。そ
れ
で
も
な
お
、

通
商
交
渉
で
譲
歩
を
重
ね
、
相

手
の
顔
色
を
う
か
が
う
ば
か
り

で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
歴
史

が
示
す
の
は
、
屈
従
の
代
償
は

や
が
て
自
国
民
の
肩
に
重
く
の

し
か
か
る
と
い
う
現
実
で
す
▼

米
軍
基
地
や
日
米
地
位
協
定
の

見
直
し
も
進
捗
が
見
ら
れ
ま
せ

ん
。
い
つ
に
な
っ
た
ら

米
国
の
軛
か
ら

逃
れ
ら
れ
る
の

か
、
そ
の
問
い

に
日
本
政
府
は

答
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

竹の子記

木田昇の防災士

防災メモ
避難するときの注意点①
阪神・淡路大震災で亡くなられた方の約

１０％が焼死であったように、初期
消火はとても重要です。但し、炎が
天井に届くなど身の危険
を感じたら消火活動をや
めて避難してください。

まずは、出火の原因をつく
らないことが大切です。大地
震発生後、家財の中にスイッ
チが入った状態の電化製品が
あると、通電再開後に火災の
恐れがあるので、ブレーカー
を落としておきましょう。

また、ガス管やガス器具が
壊れていると、ガスが復旧し
たときにガス漏れを起こして爆
発の恐れがあるので、ガスの
元栓を閉めておきましょう。

自分や家族の安否情報や避難先などを記
録し、家の玄関などに張り紙し鍵をかけて
移動します。（災害用伝言ダイヤル「１７１」
の活用も）

閉

最近の活動最近の活動

公式LINEはコチラ
木田昇の議会・政務活動を随時更新中。

＊ＱＲコードからお友達登録を
  よろしくお願いします。

県民クラブＨＰはコチラ
　https://kenmin-club.com/

ご意見・ご要望なども、
お気軽にご連絡ください！

　

今
定
例
会
に
て
行
っ
た
一
般

質
問
の
内
容
を
抜
粋
し
て
掲
載

し
ま
す
。（
全
体
の
内
容
は
県

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
）

〈
質
問
項
目
〉

一
．�

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
基
づ

い
た
政
策
形
成
に
つ
い
て

二
．�

大
友
宗
麟
公
生
誕
五
百
年

に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

三
．�

関
係
人
口
の
創
出
と
移
住

支
援
に
つ
い
て

①
二
地
域
居
住

②�

ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン

タ
ー

四
．�

物
流
拠
点
の
強
化
に
つ
い
て

五
．�

教
育
に
お
け
る
諸
課
題
に

つ
い
て

①�

教
育
に
お
け
る�

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

②�

高
校
の
特
色
化

－

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に

基
づ
い
た
政
策
形
成

－

木
田 

近
年
注
目
さ
れ
る

「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」（
個
人

の
権
利
や
自
己
実
現
が
保
障
さ

れ
、
身
体
的
・
精
神
的
・
社
会

的
に
良
好
な
状
態
）
は
、
持
続

可
能
な
幸
福
を
追
求
す
る
包
括

的
な
概
念
で
あ
り
、
県
民
生
活

の
質
向
上
に
不
可
欠
で
す
。

　

本
県
は
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ

全
国
二
位
で
す
が
、
さ
ら
に
高

み
を
め
ざ
す
た
め
、
主
観
的
幸

福
度
な
ど
を
定
量
化
し
、
政
策

に
反
映
す
る
基
盤
づ
く
り
が
必

要
で
す
。

　

富
山
県
で
は
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
推
進
課
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
本
県
で
も
先
進
事
例

を
参
考
に
戦
略
的
体
制
を
整
え

る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
知
事

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 

国
の
方
針
で
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
改
善
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
設

定
が
示
さ
れ
、
県
政
で
も
幸
福

度
向
上
が
重
視
さ
れ
る
。
本
県

は
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
を

維
持
し
、
県
民
調
査
を
踏
ま
え

「
誰
も
が
安
心
し
て
活
躍
で
き

る
大
分
県
」
を
掲
げ
た
。
災
害

対
策
や
子
育
て
・
健
康
寿
命
の

向
上
、
経
済
・
文
化
・
教
育
振

興
な
ど
多
面
的
施
策
を
進
め
、

県
民
一
人
ひ
と
り
の
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
実
現
を
目
指
す
。

＊
木
田
の
主
張

＊
木
田
の
主
張

�

県
民
の
主
観
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
の
状
態
を
把
握
す
る

よ
う
求
め
る

－

大
友
宗
麟
公
生
誕

五
百
年
に
向
け
た
取
組

－

木
田 

二
〇
三
〇
年
は
大
友
宗

麟
公
の
生
誕
五
百
年
と
い
う
郷

土
に
と
っ
て
歴
史
的
な
節
目
を

迎
え
ま
す
。

　

宗
麟
公
は
九
州
六
か
国
を
治

め
た
英
傑
で
あ
る
と
同
時
に
、西

欧
と
の
文
化
交
流
を
推
進
し
た

先
駆
者
で
す
が
、
そ
の
評
価
は

必
ず
し
も
定
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
機
会
を
歴
史
の
再
評
価

と
県
民
の
誇
り
醸
成
に
つ
な

げ
、文
化
振
興
や
観
光
、教
育
な

ど
横
断
的
な
戦
略
で
地
域
活
性

化
を
図
る
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、知
事
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 

大
友
宗
麟
公
は
南
蛮
文

化
や
西
洋
医
学
を
も
た
ら
し
た

先
駆
的
戦
国
大
名
で
、
そ
の
功

績
は
海
外
に
も
及
ぶ
。
県
は
企

画
展
や
茶
道
具
展
示
、
大
河
ド

ラ
マ
誘
致
な
ど
を
通
じ
て
顕
彰

を
進
め
て

い
る
。
生

誕
五
百
年

は
郷
土
の

歴
史
再
認

識
と
魅
力

発
信
の
好

機
で
あ
り
、
県
は
関
係
自
治
体

や
民
間
団
体
と
も
連
携
し
、
文

化
財
活
用
や
イ
ベ
ン
ト
支
援
を

強
化
。
機
運
醸
成
と
地
域
活
性

化
を
図
る
。

＊
木
田
の
主
張

＊
木
田
の
主
張

欧
州
に
点
在
す
る
宗
麟
公
の

絵
画
を
県
立
美
術
館
へ
招
致

す
る
よ
う
求
め
る

－

物
流
拠
点
の
強
化

－

木
田 

本
県
は
九
州
東
側
の
地

理
的
優
位
性
を
活
か
し
、
港
湾

を
核
と
し
た
物
流
拠
点
強
化
が

不
可
欠
で
す
。

　

そ
の
財
源
と
し
て
地
方
消
費

税
の
貨
物
割
（
外
国
貨
物
の
輸

入
取
引
に
対
し
課
税
さ
れ
る
も

の
）
を
戦
略
的
に
活
用
し
、
港

湾
物
流
事
業
基
金
の
創
設
や
先

行
投
資
へ
の
充
当
を
検
討
す
べ

き
時
期
に
来
て
い
ま
す
。

　

将
来
の
イ
ン
フ
ラ
更
新
や
災

害
時
の
代
替
輸
送
路
確
保
を
視

野
に
、
安
定
的
財
源
を
確
保
し

た
物
流
基
盤
強
化
に
ど
う
取
り

組
む
の
か
、
土
木
建
築
部
長
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 

県
は
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
４

で
「
九
州
の
東
の
玄
関
口
」
と

し
て
空
港
・
港
湾
機
能
強
化
を

掲
げ
、
港
湾
整
備
を
推
進
。
本

年
五
月
に
は
臼
杵
港
新
フ
ェ

リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
大
分
港
Ｒ

Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
供
用

開
始
。公
共
施
設
は
一
般
会
計
、

利
用
者
施
設
は
特
別
会
計
で
整

備
し
、
収
益
は
減
債
基
金
に
積

立
て
県
債
も
活
用
し
財
源
は
堅

調
で
あ
る
。
今
後
も
利
用
促
進

と
収
入
確
保
に
努
め
、
物
流
拠

点
強
化
を
進
め
る
。

＊
木
田
の
主
張

＊
木
田
の
主
張

貨
物
割
に
関
し
て
は
、
使
途

の
見
え
る
化
が
必
要
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